
資料２－１ 

宇宙×ＩＣＴに関する懇談会（第１回）議事要旨（案） 

１ 日時 

  平成 28年 11月４日（金）10:00～12:00 

２ 場所 

  総務省 10階 総務省第１会議室 

３ 出席者 

（１）構成員

中須賀座長、六川座長代理、青木構成員、安達構成員、内野構成員、宇野沢構成員、

永島構成員、加藤構成員、門脇構成員、金谷構成員、金本構成員、来田構成員、

佐藤構成員、清家構成員、塚原構成員、辻構成員、内藤構成員、

笠松氏（永妻構成員の代理）、中村構成員、Ferguson 構成員、三嶋構成員、吉川構成員

（２）ゲストスピーカー

株式会社電通

（３）オブザーバ

内閣府宇宙開発戦略推進事務局

文部科学省研究開発局宇宙開発利用課

経済産業省製造産業局航空機武器宇宙産業課宇宙産業室

環境省地球環境局総務課研究調査室

（４）総務省

あかま総務副大臣、金子総務大臣政務官、谷脇情報通信国際戦略局長、

吉田情報通信国際戦略局参事官、山口技術政策課企画官、新田宇宙通信政策課長

４ 議事要旨 

（１）開会

（２）あかま総務副大臣挨拶

（３）議事

①資料確認

②懇談会の設置について

資料 1-1 に基づいて懇談会の設置について説明が行われ、中須賀座長から座長代理として

- 1 - 



- 2 - 

六川構成員が指名された。 

③宇宙分野における ICT利活用の現状と課題

資料 1-2に基づいて事務局から説明が行われた。

④プレゼンテーション

六川座長代理から資料 1-3、株式会社電通から資料 1-4、佐藤構成員から資料 1-5に基づい

てプレゼンテーションが行われた。 

⑤意見交換

（中須賀座長） 

資料 1-3の人材育成について、日本では博士になることの楽しみが非常に少なく、起業

家も非常に少ない。アメリカでは、博士になったら起業して大もうけができるという一つ

の動機付けがあると思う。東京大学内でも随分議論をしているが成果がなかなか出ない。 

そのような人たちが、このようにＩＣＴと宇宙を組み合わせるという新しいことに挑戦

していく、そして、そのような人材をどのように育てていくかということが、とても大事

なことだと思っている。 

（六川座長代理） 

御指摘のとおり。また、もう１つの認識としては、ベンチャー企業もいつまでもベンチ

ャー企業というわけではなく、ベンチャーからアフターベンチャーになるビジョンが上手

に描けていない気がする。ベンチャーの起業が大学を中心に少し増えてはきているが、や

はりベンチャーを越えた次にどうするかという議論が必要と感じている。 

（中須賀座長） 

資料 1-4のビッグデータに関しては、色々なところで議論されているところ。国内でま

ずパッケージを作り、それを海外に持っていくという発言があったが、このような技術を

導入することによる伸びしろは、海外のほうがはるかに大きいのではないかと感じており、

最初から海外を目指して実施するという手もあると思う。 

（株式会社電通） 

 今はまだ始めたばかりということもあり、協力できる場所やエリアにアプローチできて

いないという状況であるが、可能性としてはあると思っている。 

その中でも、効率だけではなく高品質なモデルを生み出すというところに、日本のチー
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ムで実施する意味があると考えている。

（中須賀座長） 

 日本の良さをブランド化しようと検討しているということか。 

（株式会社電通） 

ヨーロッパ、アメリカは技術的に先行しており、効率性に関しては非常に強い。そこで、

日本は高品質という強みをブランド化して利活用できたらと思っている。 

また、グローバル・ビジネス・センターというセクションがあり、そこでは主に、アジ

アを中心に需要があると分析している。宇宙に対する興味、関心が高く、体制が整ってい

る。また、宇宙単体ではなく、ＩｏＴやＡＩなどと組み合わせて提供していくという流れ

ができつつある。 

（中須賀座長） 

政府の中でも、宇宙システム海外展開タスクフォースという、日本が有する宇宙システ

ムを海外に展開するという活動があり、私も今年何か国かを回っている。ただ、どのよう

に展開していくのかということがまだよく見極めきれていない。日本が単独で進めていく

のか、あるいは現地で協力企業を見つけ、合同で進めていくのか、進め方は色々あると思

う。あとは当然、その地域の政府の了解も得なければいけない。色々なことをやらなけれ

ばいけないが、チャンスはあると感じている。 

（中村構成員） 

 産業技術総合研究所では、昨年、人工衛星の研究センターを設立したところ。単体の画

像の取扱いだけではなく、そこからどのような情報が取り出せるかということ、さらには

ＡＩをどのように利用するかという観点で研究開発を進めている。 

 ＡＩは、まさに後者の「×ＩＣＴ」に関係する話で、総務省では情報通信研究機構、経

済産業省では産業技術総合研究所、文部科学省では理化学研究所を中心とした研究態勢が

整いつつある。その中で、一つの大きな研究の柱である、地理空間情報の扱い方について

検討が必要と考えている。それをグローバルに日本としてどう展開していくかという話と

ともに、宇宙から取得した膨大なデータをどのようにインフラ側で処理していくのか、そ

こでＡＩ研究の話とどうリンクしていくのかということを、是非、この場で議論し、国の

政策に反映させていただければと考えている。 

（中須賀座長） 

資料 1-5の佐藤構成員からのプレゼンテーションの中で出てきたが、どのような情報を
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引き出せばそれがビジネスになっていくのかということを、どのように見つけていくのか。

それが狙ってできることなのか、あるいは多くの人がそれを試す中で何かが残っていくよ

うなことなのか。確率から考えると後者になると思う。 

 そういった人たちが多く出てきて、良いものが自然淘汰の中で残っていくような環境を

どのように作り出していくか。たくさんの人が参加したいと思うような環境とは一体何か

を検討することが、恐らく政府としてやるべき仕事ではないかと考えている。 

 

（三嶋構成員） 

 凸版印刷は非宇宙業界にあり、私が所属している情報コミュニケーション事業本部では、

情報を見える化してわかりやすく伝える技術を開発して提供しているところ、日々生まれ

るニーズに対応し、最近では、位置情報やリモートセンシングといった、衛星データやＩ

ｏＴ、ＡＩを使わないと実現できないようなサービスも求められている。 

 農業、観光、レジャー、スポーツ、地方創生など、成長できる分野に広がりがあると思

っており、独自に技術を開発するというより、衛星を持たないデータビジネスとして貢献

し、宇宙×ICTでイノベーションを起こせるのではないかと考えている。 

 また、ＶＲに関しては２０年以上事業展開をしており、文化財を中心に三次元計測技術

やカラーマネジメント技術によって事業を培っている。ＶＲ元年ということもあり、宇宙

分野でもそういった技術を活用しサービスや事業開発ができればと考えている。 

 

（金谷構成員） 

 海洋研究開発機構は非宇宙系の研究機関というような立場であるが、今までも限られた

研究者の中では、宇宙データ利用が推進されてきた。今後、より広く推進していくために

は、技術的に何が新しく、何ができるのかということを明確にすることが必要。画像を提

供されて、それをイメージするということも大事であるが、さらにもう一段階発展してい

く上では、今後可能性のある技術が何か、どのようなパラメータが新しくとれるのかとい

ったことを含めて、国全体として検討し、盛り上げていくことが重要だと思う。 

 

（安達構成員） 

 日本電気は宇宙関係者であり、ＩＣＴも本業として扱っているので、この懇談会で色々

な情報を生かしていきたいと思っている。 

 ２つの観点について話をしたい。佐藤構成員の整理では地上系を広げるときの肝は、宇

宙に関心のない層をどのように引き込むかというところだったと思う。これには、宇宙を



 - 5 - 

気軽に使えるように、テストベッドやウェブサイトなどの環境を整備していくことが必要

と考える。電通の取組みも、非常に重要なことだと思う。 

 もう１つは、コンステレーションの発想により、通信や地球観測など、衛星利用の弱点

だったリアルタイム性が担保されてきたということで、通信路やセンシングネットワーク

のバックアップとして十分な力を発揮できる状況になり、宇宙として何ができるのか。ま

た、ビヨンド５Ｇや第４次産業革命といった将来あるべき姿が描かれつつある中で、それ

をどのように実現するかというアイディアを、宇宙関係者から提案していくという観点も

あると良いと感じた。 

 

（吉川構成員） 

 私は、主に太陽系の探査を専門としている。今日の話では、すぐにビジネスに結びつけ

るには難しい点があるように感じたが、例えば探査データを教育分野で利用していくなど、

そのような視点での宇宙利用も検討内容に含めて良いのではないかと感じた。 

 

（門脇構成員） 

 情報通信研究機構では、宇宙技術の研究開発をする一方で、利用側の研究も同時に進め

ている。私は立場上その両方に属しており、ワイヤレスネットワーク総合研究センターで

は通信を研究しており、オープンイノベーション推進本部では成果展開の仕事をしている。 

 資料 1-2でテストベッドの話があったが、今は地上系のセンサーネットを中心としたＩ

ｏＴを利用して集めたデータをビッグデータ化し、それをどう活用するのかという研究を

している。そこに宇宙のデータを交えると何ができるのか非常に興味がある。 

 農業への展開なども既にＩｏＴ活用の場で実施されており、準天頂衛星などの活用の場

でもそのような話がある。衛星を使うと、地上からなかなか届かない海などのデータを集

めることも可能になるので、宇宙を活用することで非常に大きく新しい利用ができるので

はないかという可能性を感じている。 

 色々なチャレンジをする皆さんに我々も協力し、新たな使い方をどんどん発展させてい

くことができればと思っている。 

（中須賀座長） 

 テストベッドの利用に、費用はかからないのか。 

（門脇構成員） 

 電気代等、利用者に一部負担いただく部分はあると思うが、基本的にはかからない。 

（中須賀座長） 
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 利用したい人が共同研究を申請して一緒に実施するという形態か。 

（門脇構成員） 

 そのとおり。本年の４月から新しい中長期計画が始まったところであり、施設の開放、

民間の方に貸出するシステムを構築している最中なので、整備でき次第、改めて紹介した

い。 

 

（永島構成員） 

 アクセルスペースでは超小型衛星のコンステレーション、特にリモセンをなりわいにし

ている。先ほど中村構成員から紹介されたが、今後、リモセンのデータをどう解釈してい

くかというところで、ＡＩが一つのプラットフォームになってきている。アメリカ等が先

行しているところもあるが、ＡＩを使い、学習させるという手法では、まだ世界は横一線

という状況だと思っている。これから勝負になってくるのは、いかにそのＡＩに大量のデ

ータを食わせるか、グランドトゥルースをどのように確立するのかというところだと思っ

ている。 

 データを食わせるところは、まさに我々のような衛星を開発している企業が頑張らない

といけないが、その中で一つ、総務省にお願いしたいことがある。大量に発生するデータ

をどのように地上に下ろしてくるかがポイントになっており、現状の衛星通信や地球観測

衛星に割り当てられている帯域は、このためにほぼ使い切ってしまうだろうと想定されて

いる。これが衛星コンステレーションの運用に関する一つの制約条件になる。光を使うの

か、あるいは今よりも高い周波数を衛星に割り当てるのか、長期的な戦略として国にも検

討いただきたいと思っている。 

 また、グランドトゥルースの確立について、先ほど中須賀座長から、作成したアプリケ

ーションが日本ローカルになると世界で通用しないのではないかという話があったが、六

川座長代理の留学生戦略に関連付けて、現地の、問題意識を持っている特に優秀なエンジ

ニアを留学生として国として招待し、日本に来るとすばらしいアプリケーションが作れる

ということを現地で広めてもらうようにすると、国の政策としても途上国との関係が築け

ることになるのではないかと思う。 

 

⑥今後のスケジュール 

事務局から、資料 1-6に基づき、懇談会の今後のスケジュールについて説明が行われた。 

 

（４）金子総務大臣政務官挨拶 
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（５）閉会 

 

以上 

 


